


































































































リーズ」（Toy Books Sixpenny Series）を29作品出版し（図 １）、1874年か
らは「トイ・ブックス・シリング・シリーズ」（Toy Books Shilling Series）






















シ リ ー ズ（Walter Crane’s Toy Books. 
New Sixpenny Series）の「長靴をはいた
ネコ」（Puss in Boots）の表紙。ロンド




“ T H E  L I T T L E  P I G  W E N T  [TO 
MARKET]”、“KING LUCKY BOY’S




Crane’s Toy Books. Shilling Series）の「カ
エルの王子さま」（The Frog Prince）の
表 紙。 ロ ン ド ン ／ ニ ュ ー ヨ ー ク

























図 3　ウォルター・クレインの「長靴をはいたネコ」（Puss in Boots）、ロンド
ン（George Routledge & Sons）、1870-74年。図 １に同じ。
（22）
　さて、『長靴をはいたネコ』より少し前、1869年にクレインが製作した



















図 ４　ウォルター・クレインの『この子ブタさんが市場へ行った』（This Little 
Pig Went To Market）、1869年。後に『この子ブタさんの絵本』（This Little Pig’s 
Picture Book with the Original Coloured Pictures by Walter Crane）、ロンドン／シカ





black outline）、「平面的で繊細かつ輝いた色使い」（flat brilliant as well as 
delicate colours）、「鮮やかで印象的な装飾感覚」（vivid dramatic and 
decorative feeling）に心打たれたと述べている。17 このとき、クレイン自
身が指し示した挿絵が、上述の『この子ブタさんが市場へ行った』、『妖
精の船』（The Fairy Ship, 1869）、さらに『キング・ラッキーボーイの宴』

















タさんの絵本』（This Little Pig’s Picture 
Book with the Original Coloured Pictures 
by Walter Crane）、ロンドン／シカゴ

































































































































































































図 ６　ウォルター・クレインの「カエルの王子さま」（The Frog Prince）のカエ
ルが城の食卓で姫と食事をする場面。ロンドン／ニューヨーク（George 













　また、1870年代に製作された『美女と野獣』（Beauty and The Beast）で








図 ₇　ウォルター・クレインの「美女と野獣」 （Beauty and The Beast）のベルと
野獣が語りある場面。ウォルター・クレインのトイ・ブックス：シリング・シ
リーズ（Walter Crane’s Toy Books. Shilling Series）、ロンドン／ニューヨーク





























































































ク ス ピ ア の 花 園 』（Flowers from 
Shakespeare’s Garden）、ロンドン（Cassell 



















発展と共に、「写実能力」（the graphic power）と「芸術的感覚」（the artistic 
sense）が向上したと語る。48 つまり前者は、「自然や劇的な出来事の綿






































































































































































図 ９　「ガチョウ番の娘」（The Goose Girl）
挿絵。ウォルター・クレインの『グリム兄
弟 収 集 に よ る 家 庭 の 物 語 』（Household 
























図１0　「ガチョウ番の娘」（The Goose Girl）の最初の頁（見開きで図 ９の左側）。




























































年、27頁。Walter Crane, Of the Decorative Illustration of Books: Old and New, 3rd. 




















15 シャルル・ペロー（Charles Perrault, 1628-1703）が伝承されたメルヒェンを
まとめ出版した、『教訓を施した過ぎし日の物語あるいはお話集（ガチョウ
おばさんのお話）』（Histoires ou contes du temps passé, avec des moralités: Contes 
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